
 

伊那市地域おこし協力隊 活動紹介 
令和 4年度上半期(令和 4年 4月～9月) 

ミッション名 空き家コンシェルジュ 氏名 酒井一優 

 

区分 活動内容 今後の対応 

業務の概要 

地域の空き家の利活用 

移住希望者と空き家オーナーのマッチング 

地域住民と連携したイベントの実施 

活

動

予

定 

 

引き続き体験住宅の運用を続け、利

用者の移住相談にものりながら、実

際に移住者の誘致に結びつくのかど

うか見定める。 

効果が高いようなら教員住宅の活用

例として水平展開も提案してみた

い。 

 

空き家バンクに掲載されていない物

件の需要が常にあるので、紹介でき

るよう引き続き掘り起こしを進め

る。 

これまでの 

活動内容 

高遠町で教員用に利用されていた住宅が児童

の減少により空き家となっていた。 

この物件を修繕し、移住体験住宅として６月

から活用。９月末までに 10組近い利用があっ

た。利用者同士や近隣の方とのコミュニケー

ションが生まれて、地域に活気が生まれたよ

うに感じる。 

 

また、コロナ禍で自粛していた地域イベント

が少しずつ復活してきており、協力隊として

企画・準備に携わりつつ、当日は出展者とし

て参加させていただく、という形で地域を盛

り上げることができた。 

▼写真① 

 
 

▼写真② 

 
課

題 

 

体験住宅の運用がひとつひとつ手探

りなので対応がまちまちになってし

まう場合がある。 

滞在日数によっては十分な移住相談

の時間を取れない場合がある。 

※市公式ホームページに掲載します。 
作成/隊員→提出/担当課（データ・画像データ提出）9月・3月 25日まで→合議/集落支援員 

 


